


の地図が示すのは「世界
の平和度」。黒から緑、黄

色、橙、赤と色が変わるほど平
和が遠いことを表しています。
この10年、平和よりも不安が
広がる世界の中で、ADRAは
ウクライナ、ガザ、イエメン、エ
チオピア、ミャンマーなどで、命
と生活を守る支援を続けてき
ました。
それぞれの地で生きる人びと
の姿と、皆さまのご支援がつな
いでいる希望をお伝えします。

「朝の4時に、誰が花火なんて打ち上げているのかしら
…」。クリスティーナさんは夫に尋ねました。夫は黙ったま
ましばらく窓の外に目をやり、赤い光を捉えます。そして静
かに言いました。「花火じゃない」。約4年前、彼らの人生を
変えた日の始まりでした。ほんの2日前、クリスティーナさ
んの家では、姪っ子の誕生日を祝うパーティーが開かれて
いました。笑い声やグラスを鳴らす音、歌や会話が弾む日常
が、一夜にして戦禍にのまれてしまったのです。

上の地図は、2025年7月18日～10月17日の3か月間に
ウクライナ国内の空爆・ドローン攻撃（水色）や交戦（エンジ
色）等の発生状況を示したものです。この90日間にあった
空爆・ドローン攻撃は6,628件。砲撃や戦闘、地雷などの爆
発を含めると、人々は約20,000件の暴力にさらされてい
ます。

ウクライナ

出典: ACLED (Armed Conflict Location & Event Data) – Ukraine 
Conflict Monitor （2025年7月18日～10月17日の期間を設定して表示・キャ
プチャ。非営利目的で使用）

約4年の月日の中で

戦争が長期化する中、ウクライナ国内では現在、約6割の
人々が心の中に抱えた孤独や恐れに苦しんでいると言われ
ています。また、84%の世帯が「子どもの心理的苦痛」を重
大なリスクと認識しており、子どもの心理的な安心が損な
われ、家庭内ストレスの増加が報告されています。そのよう
な中、ADRAが人々の衣食住を支える支援とともに力を注
いでいるのが、心のケアです。

心のケアで守る親子の笑顔

ユリヤさん（33歳、左写真の女性）は、突然4人の子ども
を育てる母親になりました。里親コミュニティーを通じて
ADRAの心のケアの活動を知り、これまで複数回のセッ
ションに参加しています。「子ども同士の年齢が近くて、と
にかく不安でいっぱいで、最初はたくさんの厳しいルール
で子どもたちを縛っていました。けれどADRAの心のケア
を通じて、すべてを自分でコントロールすることはできな
い―自分にできる範囲のことに力を注げばいいという気
づきがあり、不安が軽減されました。今では、子どもたちを
理解しながら向き合うことができています」。

農家が人口4,058万人の半数以上を占めるイエメン。
2015年より激化した紛争は、多くの農地が使えなくなるほど
影響を及ぼし、農業従事者の86％が作物の生産に困難を抱
えています。特に灌漑設備が破損したため農業を断念する人
が後を絶ちません。高額な修繕費を捻出できないからです。

イエメン

ADRAが提供している
心理ケアを受け、里子の
子どもたちを理解しなが
ら向き合えるようになっ
た、と語るユリヤさん

続く戦禍の片隅で
～あなたの支援が届いた笑顔～

こ
ご寄付はこちらから
受け付けております

https://x.gd/uU77hL

出典：Institute for Economics & Peace（Vision of Humanity, Global Peace Index 2024/2025 Map 非営利目的で使用）
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よみがえる畑

そこでADRAは、まず紛争の影響が少なくなった地域
で、井戸の吸水ポンプ、エンジン、パイプなどの資機材を提
供し、灌漑システムを復旧しています。今年度は、81世帯が
農業の再建に向けたトレーニングを通じて、再び自分たち
の手で畑を耕し、暮らしの再建に向けて取り組んでいます。

支援を受け田畑を蘇らせることができた人からは、「オク
ラ、トマト、とうもろこし、キビ、人参が採れたよ！」と喜び
の声が届いています。厳しい状況の中でも、自然の恵みと
人々の立ち上がる力が、未来への希望を育んでいます。

「3か月以上食料支援が受けられず、ラマダン（断食月）を
過ぎても厳しい状況でしたが、今回支援を受けられると知
り希望が見えました。心から感謝しています」

こう話すのは、避難の途中で家畜や財産をすべて失った
遊牧民の方です。

エチオピアの北部アファール州では、2020年から続いた
紛争の影響で、20万人以上が今も帰る家がない状況です。

食と水と健康を

聞き取り調査を基に、ADRAは特に支援が必要とされて
いるヤングディセンター、ロト、ケレルの3地域にて食料を
配付。小麦粉、食用油、レンズ豆といった栄養バランスを支
える食材を、300世帯・約2,000人に届けることができま
した。

また、干ばつや洪水の影響で使えなくなっていた井戸を
修繕し、約800世帯が安全な水を手に入れられるように
なっています。衛生環境が悪化していた避難民キャンプに
は、障がいのある人も使いやすいトイレを男女別に整備し、
毎日約300人に利用されるようになりました。手洗いや衛
生的な生活習慣を広める啓発活動にも取り組み、人々が食
べて、水を得て、健康に過ごせる毎日を取り戻す道のりを支

灌漑設備を整える支援は農業再開の軸となり、安定した生活を取り戻すきっか
けになった。

エチオピア

えています。

2021年の政変を機に国内の武力衝突が激化し、多くの
人々が住む家を追われています。避難民は増え続け、その数
は今年9月時点で国民のおよそ15人に1人にあたる360万
人に。農作業から帰宅する途中で自分の村が焼かれている
のを目の当たりにし、幼い子を連れてすぐさま逃げた人、安
全な場所を求めて森をさまよい続けた人、ようやく仮設の
避難所にたどり着いたと思ったらそこにも戦火がせまり、
再び移動した人―。安定した職につけず、十分な食料もな
く、終わりの見えない避難生活は、人々を心身ともに追い詰
めています。

そこでADRAは多くの避難民が身を寄せているシャン
州で、家族が1か月分の食料を確保できる現金給付、もしく
は1か月分の食料配付を実施。石けん、洗濯用洗剤、生理用
品などの衛生キットも配り、今年度は830世帯（約3,000
人）に支援を届けました。また、衛生啓発や心のケア、ジェン
ダー間に基づく暴力の予防教育など、限られた環境の中で
心身の健康を保つ知識や実践方法を広めています。

勇気づけられホッとする

「十分な食料も物資もない大変な時期を何とか乗り切る

修繕された給水所から水をくむ人々。約800世帯が安全な水を手に入れること
ができている。

ミャンマー

灌漑設備を整える支援は農業再開の軸となり、安定した生活を取り戻すきっか
けになった。

ことができました。私たちのことを気にかけてくれる人達
がいてくれるのだと知り、勇気づけられました」と、ある避
難民の方はほっとした表情で語ってくれました。

ガザでは以前、厳しい封鎖のもとでも人々は家族や地域
のつながりの中で暮らしていました。しかし、戦闘の激化に
より、その日常は一瞬で奪われます。国連機関がガザ保健省
の報告としてまとめた最新情報によると、2023年10月7
日以降、ガザ地区では約6万9千人が死亡、約17万人が負傷
しました。 またユニセフは、この2年間で2万人を超える子
どもたちが命を落としたと報告しています。

命と希望をつなぐ支援

支援を届けるのも難しい状況が続いていましたが、ADRA
は現地パートナーと連携し、輸送経路を見直すことで2025
年2月に支援を再開。5月までに、ツナ缶や豆、ドライフルー
ツ、石けん、洗剤、生理用品など、暮らしを維持するための基
本的な物資を586世帯（約2,400人）に配付しました。 

その後、停戦発効を受けて、ADRAはPlan International 
Egyptとの協働により支援を拡大。現在は1日にトラック
50～70台分の支援物資がガザに搬入されており、食料、清
潔な水、衛生用品、越冬物資など、より多くの人々に支援が
届いています。

ガザ

ひとつの命から世界を変える

戦禍の中、人々は日々の暮らしを取り戻そうと懸命に歩
みを続けています。そのような中、彼らがほんの少しの温か
さや助けに出会うとき、表情が和らぎます。その笑顔を見る
たびに、皆さまからの支援が確かに届いていることを感じ
ます。 

私たちは世界のすべての人を助けることはできません。
ですが、ADRAのモットーにもあるように、「ひとつの命か
ら世界を変える」ことはできると信じています。何もできな
くても何かはできる。世界は予断を許さない状況が続きま
すが、一人ひとりが１日でも早く平穏な日々を取り戻せる
よう、引き続き支援者の皆さまと一緒に、「希望とちから」を
届けていきたいと思います。

命をつなぐ食料と衛生用品を毎日搬入。 

― �支援のきっかけは？
出張で東南アジアに行くことも多く、貧富の差を見たとき、

「自分だけがいい思いをしていていいのか」と感じ、恵まれた
日本で暮らしている自分に、何かできることはないかと思うよ
うになりました。
― �ADRAを知ったきっかけを教えてください。

特に以前から知っていたわけではありませんが、ウクライ
ナへの寄付をしたあと、ADRAさんの案内をいただいたのが
きっかけです。発展途上国への支援にはもともと関心があっ
たので、活動内容を見て「ここなら信頼できる」と思いました。
― �ADRAを選ばれた理由は？

広報物を見て、現地の人々に本当に寄り添っている様子が
伝わってきました。ネパールやミャンマーといった、自分が興
味を持っていた地域でも活動していたのも大きかったです

ね。利益を目的にせず、資金の使い道が明確な点にも安心感
がありました。
― �特に関心を持っておられる分野はありますか？

水の環境整備です。水は人間にとってなくてはならないも
のですし、SDGsでも大きなテーマになっています。安全な水
が飲めない地域の水供給体制の整備を長く支えたいと思って
います。また、自然災害の被災地支援や、戦争地域で避難を余
儀なくされている方々への支援にも感銘を受けています。
― �ADRAフレンドとして 

支援を続けてくださっている理由は？
一時的ではなく、息の長い支援を届けたいと思っているか

らです。ニュースで困っている人の姿を見るたびに、「ADRAさ
んがこういうところで活動しているんだろうな」と思います。自
分が現地に行けない分、寄付という形で思いを託しています。

TAKESHI さん ADRA フレンド

アドラ
の
チカラ

ADRA Japanを
支えてくださる方を
ご紹介します！
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https://www.adrajpn.org/donation/


https://www.adrajpn.org/otakara-1/
https://www.adrajpn.org



